
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】

受信側で受信した前記送達確認パターンの内容に従って、前記受信側からデータ送達
確認を前記送信側に出力することを特徴とするデータ配布方法。
【請求項２】

ことを特徴とする
データ配布方法。

【請求項３】

ことを特徴と
する データ配布方法。
【請求項４】
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送信側と受信側とでデータ配布を行うデータ配布方法において、
前記送信側で、コマンドオプション内の送達確認パターン指定を検出し、
検出された前記コマンドオプション内の前記送達確認パターン指定に基づいて、少なくと
も送達すべきデータ量と送達時間の少なくとも１つを示しているところの、前記送信側に
よる送達確認パターンの内容を選択し、
前記送達確認パターンの内容を送達すべきデータに挿入し、当該データを送達し、
前記

送達確認パターンは、送信側か受信側の１つにより指定されている 請求
項１記載の

データ配布に使用可能な回線は送信側で指定され、
選択した前記回線を通じて、データ配布は前記送信側から受信側へ行われる

請求項１記載の

送信側と受信側とでデータ配布を行うデータ配布装置において、
前記送信側で、データ配布要求を受信する送信側回線装置と、



【請求項５】

データ配布装置。
【請求項６】

データ配布装置。
【請求項７】

データ配布装置。
【請求項８】

データ配布装置。
【請求項９】

データ配布装置。
【請求項１０】
受信側送達確認処理装置は、送信側制御装置により

データ配布装置。
【請求項１１】
受信側送達確認処理装置は、

データ配布装置。
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前記データを格納する前記送信側記憶装置と、
前記記憶装置からデータを読み出し、当該データを前記受信側へ送信するためのデータ配
布の制御を行う送信側制御装置と、
前記送信側制御装置で実行されたデータ配布により制御された前記データを電波を介して
送信する衛星送信装置と、
前記電波を中継する衛星中継装置と、
前記電波を受信する衛星受信装置と、
前記衛星受信装置で受信された前記電波を受信する受信側制御装置と、
前記送信側回線装置と回線で接続され、要求とデータを前記送信側へ送信する受信側回線
装置と、
前記要求に基づいて、送達確認パターンを指定する受信側送達確認指定装置と、
前記送信側への前記データ送達確認タイプの内容を受信し、データ送達確認を実行する受
信側送達確認処理装置と、
を備えたデータ配布装置。

送達確認パターンを指定する受信側送達確認指定装置をさらに備えることを特徴とする請
求項４記載の

受信側送達確認処理装置は、送信側制御装置へ、配布データ群のためのデータ送達確認を
送信し、
前記送信側あるいは前記受信側による配布要求に従って、当該配布データ群は、前記受信
側制御装置が前記送信側から送信された前記データ配布群を受け取った時からカウントし
た所定の一定時間内に受信されたものであること
を特徴とする請求項４記載の

送信側あるいは受信側による配布要求に従って、前記送信側から送信されたデータを受信
側制御装置が受け取った時からカウントした所定時間内の任意の時間に、受信側送達確認
処理装置は、前記受信したデータのデータ配布確認を送信側制御装置へ送信することを特
徴とする請求項４記載の

送信側あるいは受信側による配布要求に従って、前記送信側から送信されたデータを受信
側制御装置が受け取った後に受信した前記データの一定のバイト長を受け取った後に、受
信側送達確認処理装置は、データ配布確認を送信側制御装置へ送信することを特徴とする
請求項４記載の

送信側あるいは受信側による配布要求に従って、前記送信側から送信されたデータを受信
側制御装置が受け取った後で、前記データとしてのファイル数を所定数受信した後に、受
信側送達確認処理装置は、データ配布確認を送信側制御装置へ送信することを特徴とする
請求項４記載の

指定されたデータ送達確認のための送
達時間を受け取り、送信側あるいは受信側による配布要求に従って、前記データ送達確認
を、指定された前記送達時間で、前記送信側制御装置へ送信することを特徴とする請求項
４記載の

受信側制御装置を介して、送信側あるいは受信側の送達確認
指定装置により指定され、その後、前記送信側送達確認指定装置により受け取られた、デ
ータ送達確認のための装置を指定するデータ送達確認送信装置情報を受け取り、
　前記受信側送達確認処理装置は、指定された前記送達確認送信装置情報を送信すること
を特徴とする請求項４記載の



【請求項１２】

データ配布装置。
【請求項１３】

データ配布装置。
【請求項１４】

データ配布装置。
【請求項１５】

データ配布装置。
【請求項１６】

データ配布装置。
【請求項１７】

【請求項１８】
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送信側制御装置は、データ配布確認を送達する送信ステージを指定し、あるいは、受信側
制御装置へ前記データ配布確認を送信するための送信ステージを指定する情報を送信する
機能を有し、
前記受信側制御装置は、前記送信ステージを指定する情報を受信する機能を有し、
前記受信側制御装置あるいは前記受信側のＬＡＮを介して接続された他の受信装置へ、受
信した前記情報に基づいてデータ送達確認送信指令を送信する機能を有することを特徴と
する請求項４記載の

送信側制御装置と衛星送信装置とを接続し、前記送信側制御装置から前記衛星送信装置へ
データを送信する送信側ルータ装置と、
前記衛星受信装置と前記受信側制御装置とを接続し、受信した前記データを前記受信側制
御装置に送信する受信側ルータ装置とをさらに備え、
受信側回線装置を介して、前記受信側制御装置から送信された配布要求を前記送信側回線
装置に転送し、
前記送信側制御装置は、前記送信側記憶装置内のデータを読み出すための前記配布要求を
受け取り、前記配布要求に基づいて、前記送信側ルータ装置および前記受信側ルータ装置
へ前記配布データを送信することを特徴とする請求項４記載の

送信するデータ量あるいはサイズをチェックし、前記データ量あるいはサイズに従って、
有線回線および衛星回線の１つを自動的に選択する送信側使用回線選択装置を
さらに備えたことを特徴とする請求項４記載の

送信側使用回線選択装置は、送信側制御装置あるいは受信側制御装置からのデータ配布を
通じて現在の回線状態をチェックし、
データ配布中の前記現在の回線を他の可能な回線へ切り替え、
切り替えた前記回線変更情報を前記受信側制御装置へ送信し、
前記受信側制御装置は、切り換えられた前記回線変更情報を受信し、受信した当該回線変
更情報に従って、データ受信回線を切り換える機能を有する
ことを特徴とする請求項１４記載の

送信側制御装置と衛星送信装置とを接続し、前記送信側制御装置から送信されたデータを
前記衛星送信装置へ送信する送信側ルータ装置と、
衛星受信装置と受信側制御装置とを接続し、受信した前記データを当該受信側制御装置へ
送信する受信側ルータ装置とを
さらに備えたことを特徴とする請求項１４記載の

データを受信し、次のデータ配布方法 (a),(b) のいずれかを選択する送信側送信方式指定
装置をさらに備えたことを特徴とする請求項４記載のデータ配布装置であり、
(a) データ配布要求および他の配布要求に従って複数のデータをグループ化し、当該グル
ープ化されたデータを前記受信側へある時間に送信する、
(b) 各配布要求を受け取った後に前記データを前記受信側へ送信する。

送信側送信方式指定装置は、受信側から送信されたパケット転送成功／失敗に関する情報
を受け取り、転送失敗したパケットに関する失敗パケット番号を格納し、前記パケット転
送の完了および転送失敗におけるパケット再送信の完了を検出する機能を有し、
前記受信側制御装置は、前記送信側から転送された失敗パケットを受信し、受信し再送信
された前記失敗パケットに基づいてファイルを生成し、
前記送信側送信方式指定装置は、複数の失敗パケットをグループ化し、通常のパケット転
送の完了後にグループ化した前記失敗パケットを再送信する



データ配布装置。
【請求項１９】

データ配
布装置。
【請求項２０】

データ配布装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、複数通信回線（衛星回線および有線回線）を使用しデータ配布を行うデータ
配布方法およびデータ配布装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
図２５は、特開平７－１４３１８１号公報に示された従来のデータ配布装置を示す構成図
であり、各々が構内網間を接続するディジタル電送路となるディジタル通信衛星およびデ
ィジタル地上回線と前記構内網との間に設置される網間接続装置として、伝送すべきデー
タの情報量、同報あるいは１対１通信の種別、回線の使用状況をもとに所定の条件に従っ
て、ディジタル伝送路 してディジタル通信衛星１０１あるいはディジタル地上回線１０
２のいずれかを選択する送信側接続装置１０３及び受信側接続装置１０４で構成されてい
る。
【０００３】
送信側接続装置１０３（中央局ＧＷ）は、ディジタルビデオサーバ等の大容量情報源１０
５に接続された構内網（中央局ＬＡＮ）１０６に接続されている。一方、各受信側接続装
置１０４（支店ＧＷ）は、それぞれ構内網（支店ＬＡＮ）１０７を介してビデオ端末１０
８に接続されている。送信側接続装置１０３から各受信側接続装置１０４に対しては、デ
ィジタル通信衛星１０１を介してビデオ情報の同報通信が行われる。また、送信側接続装
置１０３と各受信側接続装置１０４とは、ディジタル地上回線（Ｎ－ＩＳＤＮ）１０２を
介して接続されており、制御情報等の双方向通信を行うようになっている。
【０００４】
図２６は従来の一般的な送達確認パターンのモデル図を示すもので、この送達確認パター
ンは、配布データを受信するごとに送達確認を行っている。つまり、配布データ数と送達
確認は１対１に対応していた。また、送達確認を発行するタイミングは、配布データを受
信した時であった。
【０００５】
図２７は、一般的な受信側のデータ送付から送達確認を送信側に送付する構成とデータの
流れを示した概念図である。配布データ送付宛先が受信側制御装置１１０とＬＡＮ１１１
でつながる受信装置１１２である場合、衛星回線１１３経由で配布データを受取った受信
側制御装置１１０は、データをＬＡＮ１１１につながる受信装置１１２に転送し、データ
を受取った受信装置は送信側に向けて送達確認を送付していた。また、この従来技術に関
連する先行技術としては次のようなものがある。
【０００６】
特開昭６２－１８９８２３号公報のものは、回線の状態や能力、送信データの形態や長さ
に応じて、地上回線と、衛星回線を切り分ける方法に関するものであるが、このものは双
方向の衛星回線を使用しており、設置コストの高額な衛星送信装置を各地点に用意しなけ
ればならないという課題があった。
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ことを特徴とする請求項１７記載の

送信側制御装置と衛星送信装置とを接続し、前記送信側制御装置から送信されたデータを
前記衛星送信装置へ送信する送信側ルータ装置と、
衛星受信装置と受信側制御装置とを接続し、受信した前記データを当該受信側制御装置へ
送信する受信側ルータ装置とをさらに備えたことを特徴とする請求項１７記載の

送信側は複数のデータ配布要求を受信し、
選択的に個々のデータ配布要求に応じるか、複数のデータパケットの連続的な配布要求に
応じるかを選択することを特徴とする請求項１記載の

と



【０００７】
特開平２－１６８４７号公報のものは、受信側からのデータ送達要求に送達確認の要否を
指定する方法に関するものであるが、受信側からの要求がトリガとなるＰＵＬＬ型データ
配信に限ったものであり、送信側から能動的に行うＰＵＳＨ型データ配信の場合を全く考
慮しておらず、ＰＵＳＨ型データ配信では、送達確認の指定ができないという課題があっ
た。
【０００８】
特開平４－３６７１３５号公報のものは、複数の肯定要求を１つのフレームにまとめ、送
信することにより、肯定応答処理に要する負荷を軽減させる方法に関するものであるが、
この方法では、肯定要求が複数同時に発生しないとその効果は無くなるばかりでなく、フ
レーム作成・解析のための余計な負荷がかかってしまうという課題があった。また複数の
肯定要求をフレームにまとめるために、複数の肯定要求が発生するのを待たなければなら
ず、緊急性の高い配布データには不適であるという課題があった。
【０００９】
特開平４－２０７４３０号公報のものは、送信側から送信するファイルを複数のファイル
に分割し、その送達確認を分割したファイルごとに行うのではなく、分割ファイルを全て
送付した後に送達確認を行う方法に関するものであり、これは送信側に存在する配信ファ
イル（分割する前のファイル）１つに対して１つの送達確認を送るものであり、送信側が
受信する送達確認数は、同時配信ファイル数×受信側数となり、同時配信数または受信側
数が増えると送達確認数も増え、送信側の負荷が高くなるという課題があった。
【００１０】
特開昭６３－２７６９２８号公報のものは、１つの共有伝送路を所定時間の間、送達確認
専用として使用する時分割送信位置予約方法に関するものであり、伝送路を一時的送達確
認用として占有するため、突発的な緊急を要するデータの配信を行うことができないとい
う課題があった。また、現在、高速伝送路の発展により、この公報の発明が問題とする送
達確認のような非常に小さなデータが配信に与える影響はほとんど無くなってきている。
【００１１】
特開昭６０－２４７４９号公報のものは、中継ノードからの送達確認を無効にし、受信側
からの送達確認、再送要求のみに送信側が対応することによる中継ノードが存在する通信
システムでの送達確認方法に関するものであり、中継ノードがこの方法では意味のない送
達確認を行うため、中継ノードが必要のない負荷を負わなければならないという課題があ
った。
【００１２】
特開昭６２－２９９１４２号公報のものは、受信ホストの送達確認を待たずに受信制御ホ
ストが先行送達確認を行う送達確認方法に関するものであり、この方法では、受信ホスト
がデータの受信に失敗した場合についての考慮がされていないという課題があった。また
この方法では、受信ホストから受信制御ホストの送達確認は全く無意味になってしまうと
いう課題があった。
【００１３】
特開昭６２－１８９８２３号公報のものは、配信データの形態、サイズ、回線状況に応じ
て使用回線を選択する回線併用通信方法に関するものであり、この方法では、使用回線の
切替におけるデータサイズのしきい値をどのように設定し、それを実行するかが考慮され
ていないという課題があった。
また、単位時間当たりの配信パケット数は一定とし、静止時間Ｔ＝ｔｄ・ｔｘ（ｔｄ：切
替にかかる時間、ｔｘ：衛星遅延時間）のみ考慮しているという課題があった。衛星回線
を用いたデータ配信では、気象現象に大きく影響され、不到達パケットや送達遅延が生ず
る場合についての考慮がされていないという課題があった。
【００１４】
特開昭６２－２８５５２９号公報のものは、データを制御用と一般用の２つに分類し、小
容量の制御用データは地上回線で、大容量の一般用のデータは衛星回線を用いて配信を行
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う衛星通信方法に関するものであり、この方法では、制御用データは全て小容量であり、
また一般用データは全て大容量であることを前提とし、ＷＷＷデータのように小容量のデ
ータを複数配信する場合を考慮していないという課題があった。
【００１５】
特開平３－１９５２３４号公報のものは、衛星回線障害発生時に、最適な地上回線を選沢
し回線の切替を行う衛星回線を使用したパケット交換方法に関するものであり、この方法
では、送信側制御装置に送信未完了のパケットデータを返送するため、送信未完了パケッ
ト数が多いほどそのデータを送信する地上回線にかかる負荷が大きくなるという課題があ
った。
【００１６】
特開平５－２５２０８７号公報のものは、配信データを正常に受信できなかった受信側の
数を集計し、その数に基づいて受信側に対するデータ再送時期を制御する方法に関するも
ので、この方法では再送を行う場合、失敗パケットごとに送付を行うため、失敗パケット
数に比例して配信回数も増加するため、ネットワークの負荷が高くなるという課題があっ
た。
【００１７】
【発明が解決しようとする課題】
従来のデータ配布装置は以上のように構成されているので、有線回線を用いた送達確認が
、受信側の数、受信側の受信データバッファサイズ等の配布環境要因の変化により最適な
送達確認パターンも変化するが、それに対応する方法が提案されていないという課題があ
った。
また上記配布環境要因は同じデータ配布システムでも、変化していくが、その変化に対応
する送達確認パターンについての提案がなされていないという課題があった。
【００１８】
さらに、上記送達確認パターンは、配布の回数と１対１の対応で行われていた。つまり２
回配布が行われれば、２回送達確認が通知される。従って一度に多くのデータの配布を行
う場合、受信側も多くの（配布ファイルと同じ数分の）送達確認を発行しなければならず
、受信側の負荷が大きくなってしまうという課題があった。
【００１９】
さらに、送信局からマルチキャストで複数の受信側にデータの配布を行う場合、送信側に
は、受信側数と同じ数の送達確認を一度に受信するため、受信側の数が増加するに従い、
一度に受信する送達確認数も増加し、送信側の負荷が増加してしまうという課題があった
。
【００２０】
さらに、受信側が受信側制御装置と該受信側制御装置にＬＡＮで接続された受信装置で構
成されている場合、送達確認を発行する装置は受信装置に設定してあり、その変更は不可
能だったため、受信装置の負荷が高い場合でも、送達確認を通知しなければならないとい
う課題があった。
【００２１】
さらに、サイズの小さなデータの転送の場合、衛星回線を使用すると、性能的、運用コス
ト的に不経済になるという課題があった。また、特開平７－１４３１８１号公報のものは
、有線回線にＮ－ＩＳＤＮのような高速回線を用いるため、コストが非常に高くなるとい
う課題があった。
【００２２】
さらに、配布実行時に、中継装置の故障等による回線断が発生した場合、回線が復旧した
後、もう一度配布をやり直さなければならないという課題があった。
【００２３】
さらに、サイズの小さなデータを複数同時に配布する場合、高速な衛星回線や有線回線を
使用するメリットは無くなり、コストも無駄にかかってしまうという課題があった。
【００２４】
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さらに、パケット転送に失敗した場合、そのパケットの再送を、転送中のパケットに割り
込みをかけて行うため、送信側での動作が、パケット転送の一時停止、失敗パケットの再
送、パケット転送の再開という動作を失敗パケットごとに行うため、送信効率が悪くなる
という課題があった。
【００２５】
この発明は上記のような課題を解決するためになされたもので、データ配布時に確実にデ
ータが配布されたかを知らせる送達確認を、状況により最も効率のよい方法で行うことが
できるデータ配布装置を得ることを目的とする。
【００２６】
また、この発明は配布データおよび配布状況により、最適な回線を衛星回線及び有線回線
から自動的に選択し、効率の良いデータ配布を行うことのできるデータ配布装置を得るこ
とを目的とする。
【００２７】
さらに、この発明はデータ配布効率の高いデータ配布装置を得ることを目的とする。
【００２８】
【課題を解決するための手段】
請求項１記載の発明に係るデータ配布方法は、

受信側で受信した前記送
達確認パターンの内容に従って、前記受信側からデータ送達確認を前記送信側に出力する
ものである。
【００２９】
請求項２記載の発明に係るデータ配布方法の

。
【００３０】
請求項３記載の発明に係るデータ配布方法は、

。
【００３１】
請求項４記載の発明に係るデータ配布 は、

【００３２】
請求項５記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００３３】
請求項６記載の発明に係るデータ配布装置の

。
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送信側で、コマンドオプション内の送達確
認パターン指定を検出し、検出された前記コマンドオプション内の前記送達確認パターン
指定に基づいて、少なくとも送達すべきデータ量と送達時間の少なくとも１つを示してい
るところの、前記送信側による送達確認パターンの内容を選択し、前記送達確認パターン
の内容を送達すべきデータに挿入し、当該データを送達し、前記

送達確認パターンは、送信側か受信側の１つ
により指定されるものである

データ配布に使用可能な回線は送信側で指
定され、選択した前記回線を通じて、データ配布は前記送信側から受信側へ行われるもの
である

装置 送信側で、データ配布要求を受信する送信
側回線装置と、前記データを格納する前記送信側記憶装置と、前記記憶装置からデータを
読み出し、当該データを前記受信側へ送信するためのデータ配布の制御を行う送信側制御
装置と、前記送信側制御装置で実行されたデータ配布により制御された前記データを電波
を介して送信する衛星送信装置と、前記電波を中継する衛星中継装置と、前記電波を受信
する衛星受信装置と、前記衛星受信装置で受信された前記電波を受信する受信側制御装置
と、前記送信側回線装置と回線で接続され、要求とデータを前記送信側へ送信する受信側
回線装置と、前記要求に基づいて、送達確認パターンを指定する受信側送達確認指定装置
と、前記送信側への前記データ送達確認タイプの内容を受信し、データ送達確認を実行す
る受信側送達確認処理装置と、を備えたものである。

送達確認パターンを指定する受信側データ
送達確認指定装置を備えたものである

受信側送達確認処理装置は、送信側制御装置
へ、配布データ群のためのデータ送達確認を送信し、前記送信側あるいは前記受信側によ
る配布要求に従って、当該配布データ群は、前記受信側制御装置が前記送信側から送信さ
れた前記データ配布群を受け取った時からカウントした所定の一定時間内に受信されたも
のである



【００３４】
請求項７記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００３５】
請求項８記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００３６】
請求項９記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００３７】
請求項１０記載の発明に係るデータ配布装置の受信側送達確認処理装置は、送信側制御装
置により

。
【００３８】
請求項１１記載の発明に係るデータ配布装置の受信側送達確認処理装置は、

。
【００３９】
請求項１２記載の発明に係るデータ配布装置の

。
【００４０】
請求項１３記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００４１】
請求項１４記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００４２】
請求項１５記載の発明に係るデータ配布装置の
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送信側あるいは受信側による配布要求に従
って、前記送信側から送信されたデータを受信側制御装置が受け取った時からカウントし
た所定時間内の任意の時間に、受信側送達確認処理装置は、前記受信したデータのデータ
配布確認を送信側制御装置へ送信するものである

送信側あるいは受信側による配布要求に従
って、前記送信側から送信されたデータを受信側制御装置が受け取った後に受信した前記
データの一定のバイト長を受け取った後に、受信側送達確認処理装置は、データ配布確認
を送信側制御装置へ送信するものである

送信側あるいは受信側による配布要求に従
って、前記送信側から送信されたデータを受信側制御装置が受け取った後で、前記データ
としてのファイル数を所定数受信した後に、受信側送達確認処理装置は、データ配布確認
を送信側制御装置へ送信するものである

指定されたデータ送達確認のための送達時間を受け取り、送信側あるいは受信側
による配布要求に従って、前記データ送達確認を、指定された前記送達時間で、前記送信
側制御装置へ送信するものである

受信側制御装
置を介して、送信側あるいは受信側の送達確認指定装置により指定され、その後、前記送
信側送達確認指定装置により受け取られた、データ送達確認のための装置を指定するデー
タ送達確認送信装置情報を受け取り、前記受信側送達確認処理装置は、指定された前記送
達確認送信装置情報を送信するものである

送信側制御装置は、データ配布確認を送達
する送信ステージを指定し、あるいは、受信側制御装置へ前記データ配布確認を送信する
ための送信ステージを指定する情報を送信する機能を有し、前記受信側制御装置は、前記
送信ステージを指定する情報を受信する機能を有し、前記受信側制御装置あるいは前記受
信側のＬＡＮを介して接続された他の受信装置へ、受信した前記情報に基づいてデータ送
達確認送信指令を送信する機能を有するものである

送信側制御装置と衛星送信装置とを接続
し、前記送信側制御装置から前記衛星送信装置へデータを送信する送信側ルータ装置と、
前記衛星受信装置と前記受信側制御装置とを接続し、受信した前記データを前記受信側制
御装置に送信する受信側ルータ装置とをさらに備え、受信側回線装置を介して、前記受信
側制御装置から送信された配布要求を前記送信側回線装置に転送し、前記送信側制御装置
は、前記送信側記憶装置内のデータを読み出すための前記配布要求を受け取り、前記配布
要求に基づいて、前記送信側ルータ装置および前記受信側ルータ装置へ前記配布データを
送信するものである

送信するデータ量あるいはサイズをチェ
ックし、前記データ量あるいはサイズに従って、有線回線および衛星回線の１つを自動的
に選択する送信側使用回線選択装置を備えたものである

送信側使用回線選択装置は、送信側制御装
置あるいは受信側制御装置からのデータ配布を通じて現在の回線状態をチェックし、デー
タ配布中の前記現在の回線を他の可能な回線へ切り替え、切り替えた前記回線変更情報を



。
【００４３】
請求項１６記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００４４】
請求項１７記載の発明に係るデータ配布装置は、

【００４５】
請求項１８記載の発明に係るデータ配布装置の

。
【００４６】
請求項１９記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００４７】
請求項２０記載の発明に係るデータ配布装置は、

。
【００４８】
【発明の実施の形態】
以下、この発明の実施の一形態を説明する。
実施の形態１．
図１はこの発明の実施の形態１によるデータ配布装置の構成図であり、図において、１は
受信側からのデータ配布要求を受信する送信側回線装置、２は配布するデータを蓄積する
ための送信側記憶装置、３は送信側回線装置で受信された要求に従って送信側記憶装置２
からデータを取り出し送信処理を制御する送信側制御装置である。
【００４９】
４はデータを衛星回線５に送信するための衛星送信装置、６は衛星回線５を中継するため
に使用される衛星中継装置、７は衛星回線５の電波を受信するために使用される衛星受信
装置である。また、８は衛星受信装置７で受信されたデータを利用する受信側制御装置、
９は有線回線１０を介して送信側回線装置１と接続され、受信側制御装置８が要求するデ
ータを送信側回線装置１に伝えるための受信側回線装置、１１は送達確認パターンを指定
する送信側送達確認指定装置、１２は送信側送達確認指定装置１１から送達確認方法の内
容を受取り実行する受信側送達確認処理装置である。
【００５０】
次に動作について説明する。
まず、受信側制御装置８が必要とするデータを受信側回線装置９、有線回線１０を利用し
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前記受信側制御装置へ送信し、前記受信側制御装置は、切り換えられた前記回線変更情報
を受信し、受信した当該回線変更情報に従って、データ受信回線を切り換える機能を有す
るものである

送信側制御装置と衛星送信装置とを接続
し、前記送信側制御装置から送信されたデータを前記衛星送信装置へ送信する送信側ルー
タ装置と、衛星受信装置と受信側制御装置とを接続し、受信した前記データを当該受信側
制御装置へ送信する受信側ルータ装置とを備えたものである

データを受信し、次のデータ配布方法 (a
),(b) のいずれかを選択する送信側送信方式指定装置を備えたデータ配布装置であり、 (a
) データ配布要求および他の配布要求に従って複数のデータをグループ化し、当該グルー
プ化されたデータを前記受信側へある時間に送信する、 (b) 各配布要求を受け取った後に
前記データを前記受信側へ送信するものである。

送信側送信方式指定装置は、受信側から送
信されたパケット転送成功／失敗に関する情報を受け取り、転送失敗したパケットに関す
る失敗パケット番号を格納し、前記パケット転送の完了および転送失敗におけるパケット
再送信の完了を検出する機能を有し、前記受信側制御装置は、前記送信側から転送された
失敗パケットを受信し、受信し再送信された前記失敗パケットに基づいてファイルを生成
し、前記送信側送信方式指定装置は、複数の失敗パケットをグループ化し、通常のパケッ
ト転送の完了後にグループ化した前記失敗パケットを再送信するものである

送信側制御装置と衛星送信装置とを接続
し、前記送信側制御装置から送信されたデータを前記衛星送信装置へ送信する送信側ルー
タ装置と、衛星受信装置と受信側制御装置とを接続し、受信した前記データを当該受信側
制御装置へ送信する受信側ルータ装置とを備えたものである

送信側は複数のデータ配布要求を受信し
、選択的に個々のデータ配布要求に応じるか、複数のデータパケットの連続的な配布要求
に応じるかを選択するものである



て送信側回線装置１に伝える。送信側制御装置３では送信側回線装置１で受信されたデー
タ配布要求に従い、送信側記憶装置２から該当するデータを取り出し、衛星送信装置４に
送信する。
【００５１】
衛星送信装置４は、データを衛星中継装置６に変換して送信し、衛星中継装置６は衛星回
線５を中継する。一方、衛星受信装置７は、衛星回線５を介してデータを受信する。そし
て、受信側制御装置８は衛星受信装置７から受信したデータを利用する。
【００５２】
次に上記データ転送時における送信側送達確認指定装置１１と受信側送達確認処理装置１
２の動作を、図２の送達確認パターン指定アルゴリズムについて説明する。配布コマンド
起動時に、送信側送達確認指定装置１１は、コマンドオプションにより送達確認パターン
が指定されているかをチェックする（ＳＴ１）。コマンドオプションにより指定されてい
た場合（ＹＥＳ）は、その内容を送信側制御装置に送信する（ＳＴ２）。また、指定され
ていなかった場合（ＮＯ）は、送信側コンフィグレーションファイルに記述される送達確
認パターンの内容を送信側制御装置に送信する（ＳＴ３）。送達確認パターンの内容を受
取った送信側制御装置は、その内容と配布データを結合させ、送信側衛星送信装置４に渡
す（ＳＴ４、ＳＴ５）。図３は上記送達確認パターンの配布データへの挿入の概念を示し
たものである。
【００５３】
図４は受信側送達確認処理装置１２の動作アルゴリズムを示す。この受信側送達確認処理
装置１２は、衛星受信装置７より配布データを受信する（ＳＴ６）。受信した配布データ
をデータと送達確認パターンに分割し（ＳＴ７）、配布データを受信側制御装置８に送付
する（ＳＴ８）とともに、送達確認パターンを読み取り、その内容に従った送達確認を行
うように、受信側制御装置８に通知を送付する（ＳＴ９）。通知を受取った受信側制御装
置８は、その内容に従った送達確認を発行する。
【００５４】
ここでは、一つの受信側制御装置８からのデータ転送要求に関する送受信動作についての
み説明したが、データを要求する受信側制御装置８が複数存在しても良いし、複数のデー
タを要求しても良い。
【００５５】
実施の形態２．
図５はこの発明の実施の形態２によるデータ配布装置の構成図であり、図において、１３
は受信側送達確認指定装置であり、他の構成は前記図１に示す実施の形態１と同じである
から同一部分には同一符号を付して重複説明を省略する。
【００５６】
図６はこの発明の実施の形態２における送達確認パターン指定アルゴリズムを示す図であ
る。送信側送達確認指定装置１１の動作は、送信側から能動的にデータ配布をする場合（
ＰＵＳＨ型配布）に行われ、受信側送達確認指定装置１３の動作は、受信側からデータ配
布要求時に行われる。
【００５７】
受信側送達確認指定装置１３は受信側制御装置８に送達確認パターンの指定内容を送付す
る。送達確認パターン内容を受取った受信側制御装置８は、その内容と配布要求を内容と
するデータを作成し（ＳＴ１０）、そのデータを送信側制御装置３に有線回線１０を用い
て送付する（ＳＴ１１）。データを受取った送信側制御装置３は、データを送付要求と送
達確認パターンに分解し、指定配布データに送達確認パターン内容データを挿入し（ＳＴ
１２、ＳＴ１３）、受信側制御装置８に衛星回線５を用いて配布する。データを受取った
受信側制御装置８の動作は前述の実施の形態１と同様であるから重複説明を省略する。
【００５８】
また、送達確認パターンを受信側で指定しない場合は、送信側コンフィグレーションファ
イルの内容に従った送達確認パターンを送信側で指定する。またこのときのデータの挿入
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は、図３に示した通りである。
【００５９】
実施の形態３．
図７は、上記送達確認パターンのモデル図である。この送達確認パターンの指定により以
下の動作を行う。送達確認パターンに含まれる情報は、送達確認パターンＩＤ「時間」で
ある。衛星受信装置７が送達確認パターンを最初に受信してから指定時間の間に受信した
、同送達確認パターンを指定されたデータ群に対し、１つの送達確認を送信側に送付する
。また送達確認を送付した後に受信した同送達確認パターンが指定されたデータ群は、送
達確認を送付した時刻から指定時間の間に受信したデータとして、前記と同様に１つの送
達確認を送付する。以降同様の動作を繰り返す。
【００６０】
実施の形態４．
図８は、上記送達確認パターンの他のモデル図である。この送達確認パターンの指定によ
り以下の動作を行う。送達確認パターンに含まれる情報は、送達確認パターンＩＤ「時間
」である。衛星受信装置７が送達確認パターンを最初に受信してから、指定された指定時
間の間のランダムな時刻に送信側に送達確認を送付する。同送達確認パターンが指定され
たデータの送達確認も同様に、データを受信してから指定された時間の間のランダムな時
刻に送信側に送達確認を送付する。
【００６１】
実施の形態５．
図９は、上記送達確認パターンの他のモデル図である。この送達確認パターンの指定によ
り以下の動作を行う。送達確認パターンに含まれる情報は、送達確認パターンＩＤ「バイ
ト数」である。衛星受信装置７が送達確認パターンを指定されたデータを最初に受信して
から、同送達確認パターンが指定されたデータを指定バイト数分、衛星受信装置７で受信
した段階で送達確認を送信側に送付する。その後、同送達確認パターンを指定されたデー
タについても同様に同送達確認パターンを指定されたデータを指定バイト数分、衛星受信
装置７で受信した段階で送達確認を送付する動作を繰り返し行う。
【００６２】
実施の形態６．
図１０は、上記送達確認パターンの他のモデル図である。この送達確認パターンの指定に
より以下の動作を行う。送達確認パターンに含まれる情報は、送達確認パターンＩＤ「デ
ータ数」である。衛星受信装置７が送達確認パターンを指定されたデータを最初に受信し
てから、同送達確パターンを指定されたデータを指定データ数分、衛星受信装置７で受信
した段階で送達確認を送信側に送付する。その後、同送達確認パターンを指定されたデー
タについても同様に同送達確認パターンが指定されたデータを指定データ数分、衛星受信
装置７で受信した段階で送達確認を送付する動作を繰り返し行う。
【００６３】
実施の形態７．
図１１は、上記送達確認パターンの他のモデル図である。この送達確認パターンの指定に
より以下の動作を行う。送達確認パターンに含まれる情報は、送達確認パターンＩＤ「送
達確認送付時刻」である。衛星受信装置７が送達確認パターンの指定されたデータを受信
した後、そのデータに対しての送達確認を指定された送達確認時刻に発行する。また受信
時刻が指定送達確認送付時刻よりも遅かった場合は、配布データを受信した段階で送達確
認を送付する。
【００６４】
実施の形態８．
図１２は送達確認送付装置選択機能を説明する構成図である。図１に示す実施の形態１の
構成に受信側制御装置８にＬＡＮ１６でつながれた受信装置１７が加わった構成である。
【００６５】
送達確認送付装置指定情報は、図１３に示すように、実施の形態１の送達確認パターンと
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同様にデータのヘッダに挿入し、受信側へデータと共に送付する。受信側制御装置８では
データを受信したときに、送達確認送付装置指定情報を読み取り、送達確認を送付する装
置（受信側制御装置８または受信装置１７）を認識し、指定装置が受信側制御装置８であ
る場合は受信データをデータ、送達確認パターン、送達確認送付装置指定情報に分割し、
配布データが受信装置に届いた段階を配布データ受信の基準として、送達確認パターンに
従った送達確認を送信側に送付する。
【００６６】
また、指定装置が受信装置１７であった場合、受信データを受信装置１７に送付する。受
信装置１７は、受信データから送達確認送付装置指定情報を読み取り、送達確認を送付す
る装置が自分であることを確認し、受信データをデータ、送達確認パターン、送達確認送
付装置指定情報に分割し、送達確認パターンに従った送達確認を送信側に送付する。
【００６７】
実施の形態９．
図１４は送達確認送付装置選択機能を説明する他の構成図であり、構成は図１２と同様で
ある。受信側制御装置８から出力される先行送達確認情報（データが受信側制御装置に届
いた段階で受信装置にデータが届くのを待たずに送付する情報）は、図１３に示すように
、実施の形態８の送達確認パターンと同様にデータのヘッダに挿入し、受信側にデータと
共に送付する。先行送達確認情報と前記送達確認送付装置指定情報が同じデータに存在す
ることはない。受信側制御装置８ではデータを受信したときに、先行送達確認情報の有無
をチェックする。無い場合は、図１２に示す実施の形態８と同じ動作を行う。
【００６８】
先行送達確認情報が存在していた場合は、受信データをデータ、先行送達確認情報、送達
確認送付装置指定情報に分割し、送達確認パターンに従った送達確認を送信側に送付する
。また、この場合、送達確認パターンは、受信側制御装置８が送付データを受信した段階
を基準にして行う。つまり受信装置１７に送付データが届いたか否かは、全く感知しない
。
【００６９】
実施の形態１０．
図１５はこの発明の実施の形態１０によるデータ配布装置の構成図であり、図において、
１４は送信側ルータ装置であり、衛星送信装置４と送信側制御装置３に接続され、送信側
制御装置３からのデータ転送要求を受け、それを衛星送信装置４で解釈可能な形式に変換
して送信する。また、１５は受信側ルータ装置であり、衛星受信装置７と受信側制御装置
８に接続され、衛星受信装置７で受信されたデータを受信側制御装置８で解釈可能な形式
に変換して送信する。他の構成は前記図１に示す実施の形態１と同じであるから同一部分
には同一符号を付して重複説明を省略する。
【００７０】
次に動作について説明する。
受信側制御装置８は受信側回線装置９を通してデータの要求を有線回線１０に送信する。
送信側回線装置１はデータの配布要求があったことを送信側制御装置３に転送し、送信側
制御装置３は送信側記憶装置２から要求があったデータを取り出し、送信側ルータ装置１
４に送信する。
【００７１】
送信側ルータ装置１４は送信側制御装置３からのデータの配布要求を受信すると、それを
衛星送信装置４に向けて送信する。衛星送信装置４は、衛星回線５および衛星中継装置６
を介して衛星受信装置７にデータを発信する。
【００７２】
データを受信した衛星受信装置７は受信側ルータ装置１５にデータを渡し、受信側ルータ
装置１５は、送信側制御装置３とペアになる宛先の受信側制御装置８にデータを転送する
。
【００７３】

10

20

30

40

50

(12) JP 3545154 B2 2004.7.21



実施の形態１１．
図１６はこの発明の実施の形態１１によるデータ配布装置の構成図であり、前記図１５に
示す実施の形態１０に前記図５に示す実施の形態２の受信側送達確認指定装置１３を設け
たもので、他の構成は前記図１５に示す実施の形態１０と同じであるから同一部分には同
一符号を付して重複説明を省略する。
【００７４】
実施の形態１２．
図１７はこの発明の実施の形態１２によるデータ配布装置の構成図であり、図において、
１８は送信側制御装置３にＬＡＮ１６でつながれた送信側使用回線選択装置であり、他の
構成は前記図１に示す実施の形態１の構成要素と同じであるから同一部分については同一
符号を付して重複説明を省略する。
【００７５】
図１８は配布データサイズによる使用回線の自動選択機能の動作アルゴリズムを示す図で
、配布要求のあったデータを送信側制御装置３から送信側使用回線選択装置１８に送付す
る。データを受取った送信側使用回線選択装置１８は、データのサイズを計算する。しき
い値となるデータサイズが配布コマンドのオプションで指定されている場合は、その値を
取り、指定されていなければ、送信側コンフィグレーションファイルに記述されている値
をしきい値とする。上記計算したデータサイズとしきい値とを比較し（ＳＴ１７）、デー
タサイズがしきい値よりも大きい場合は高速な衛星回線を、小さい場合は低速の地上回線
を使用してデータの配布を行う（ＳＴ１８、ＳＴ１９）。
【００７６】
図１９は使用回線の自動切替えの動作アルゴリズムを示すもので、使用回線の自動選択機
能によって選沢された回線を使用し、データ配布を実行中、何らかの人為的または自然的
な原因で使用中の回線が使用できるかを判断し（ＳＴ２０）し、問題がなければ通常転送
し（ＳＴ２１）、使用できなくなった場合、使用回線選択装置１８は、前記使用回線選択
機能で選択しなかった回線の使用が可能であるかを検査する（ＳＴ２２）。使用可能であ
った場合は、その回線を使用し送付できなかったデータの再送を行う（ＳＴ２３）。再送
の単位はパケットである。
【００７７】
実施の形態１３．
図２０はこの発明の実施の形態１３によるデータ配布装置の構成図であり、前記図１５に
示す実施の形態１０に前記図１７に示す送信側使用回線選択装置１８を設けたもので、他
の構成は前記図１５に示す実施の形態１０と同じであるから同一部分には同一符号を付し
て重複説明を省略する。
【００７８】
実施の形態１４．
図２１はこの発明の実施の形態１４によるデータ配布装置の構成図であり、図において、
１９は送信側制御装置３にＬＡＮでつながれた送信側の送信方式指定装置であり、他の構
成は前記図１に示す実施の形態１の構成要素と同じであるから同一部分については同一符
号を付して重複説明を省略する。
【００７９】
次に動作について説明する。
送信側制御装置３が配布要求を受けると、その旨を送信方式指定装置１９に通知する。こ
の送信方式指定装置１９は、配布コマンドオプションまたは送信側コンフィグレーション
ファイルで指定されたデータ送付方法を認識し、指定された配布方法で配布を行うように
送信側制御装置３に通知する。通知を受信した送信側制御装置３は、指定された配布方法
に従い、データ配布を実行する。
【００８０】
図２２は配布方法パターンのモデル図を示すもので、配信要求ごとに配布を実行するので
はなく、配布コマンドオプションまたは送信側コンフィグレーションファイルで指定され
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た時間内に配布要求のあったデータを１つにまとめ、大きなデータに変換した後、配布を
行う。
【００８１】
図２３は配布方法パターン（再送パターン）のモデル図を示すもので、データパケット転
送中に転送に失敗したパケットが出た場合、一連のパケット転送が終了した後、失敗パケ
ットをまとめて、再送を行うものである。
【００８２】
実施の形態１５．
図２４はこの発明の実施の形態１５によるデータ配布装置の構成図であり、前記図２０に
示す実施の形態１３に前記図２１に示す送信側の送信方式指定装置１９を設けたもので、
他の構成は前記図２０に示す実施の形態１３と同じであるから同一部分には同一符号を付
して重複説明を省略する。
【００８３】
【発明の効果】
以上のように、請求項１記載の発明によれば、

受信側 信した前
達確認パターンの内容に従って 送達確認を前記送信側に出力する
ように構成したので、配布を行うデータ数、受信側数、受信側バッファサイズ等様々な条
件に合致した最適な送達確認パターンを、配布実行ごとに配布コマンドのオプションとし
て、また送信側コンフィグレーションファイルにより指定できるため、送信側、受信側、
及び使用回線を効率的に使用した送達確認が可能な効果がある。
【００８４】
請求項２記載の発明によれば、

送達確認パターン指定を、受信側からデータ配布要求時に行う
ことができる効果がある。
【００８５】
請求項３記載の発明によれば、

サイズの小さなデータの配布を性能的に大幅に悪化することなく、コスト的効率的なデ
ータ配布を行うことができる効果がある。
【００８６】
請求項４記載の発明によれば、

【００８７】
請求項５記載の発明によれば、
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送信側で、コマンドオプション内の送達確
認パターン指定を検出し、検出された前記コマンドオプション内の前記送達確認パターン
指定に基づいて、少なくとも送達すべきデータ量と送達時間の少なくとも１つを示してい
るところの、前記送信側による送達確認パターンの内容を選択し、前記送達確認パターン
の内容を送達すべきデータに挿入し、当該データを送達し、前記 で受 記送

、前記受信側からデータ

送達確認パターンは、送信側か受信側の１つにより指定さ
れるように構成したので、

データ配布に使用可能な回線は送信側で指定され、選択し
た前記回線を通じて、データ配布は前記送信側から受信側へ行われるように構成したので
、

送信側で、データ配布要求を受信する送信側回線装置と、
前記データを格納する前記送信側記憶装置と、前記記憶装置からデータを読み出し、当該
データを前記受信側へ送信するためのデータ配布の制御を行う送信側制御装置と、前記送
信側制御装置で実行されたデータ配布により制御された前記データを電波を介して送信す
る衛星送信装置と、前記電波を中継する衛星中継装置と、前記電波を受信する衛星受信装
置と、前記衛星受信装置で受信された前記電波を受信する受信側制御装置と、前記送信側
回線装置と回線で接続され、要求とデータを前記送信側へ送信する受信側回線装置と、前
記要求に基づいて、送達確認パターンを指定する受信側送達確認指定装置と、前記送信側
への前記送達確認タイプの内容を受信し、データ送達確認を実行する受信側送達確認処理
装置とを備えるように構成したので、配布を行うデータ数、受信側数、受信側バッファサ
イズ等様々な条件に合致した最適な送達確認パターンを、配布実行ごとに配布コマンドの
オプションとして、また送信側コンフィグレーションファイルにより指定できるため、送
信側、受信側、及び使用回線を効率的に使用した送達確認が可能な効果がある。

送達確認パターンを指定する受信側送達確認指定装置を備
えるように構成したので、送達確認パターン指定を、受信側からデータ配布要求時に行う



【００８８】
請求項６記載の発明によれば、

【００８９】
請求項７記載の発明によれば、

【００９０】
請求項８記載の発明によれば、

【００９１】
請求項９記載の発明によれば、

【００９２】
請求項１０記載の発明によれば、

【００９３】
請求項１１記載の発明によれば、受信側送達確認処理装置は、

ように構成したので、送信側の送達確認の受信が時間的に分散され、送
信側の負荷を軽減できる効果がある。特に受信側を多数設定したマルチキャスト配布の場
合、送達確認の送信確認の一斉送付を避けることができ、送信側の送達確認受信に伴う負
荷を大きく減少させる効果がある。
【００９４】
請求項１２記載の発明によれば、
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ことができる効果がある。

受信側送達確認処理装置は、送信側制御装置へ、配布デー
タ群のためのデータ送達確認を送信し、前記送信側あるいは前記受信側による配布要求に
従って、当該配布データ群は、前記受信側制御装置が前記送信側から送信された前記デー
タ配布群を受け取った時からカウントした所定の一定時間内に受信されるように構成した
ので、送達確認を受信する送信側の負荷、送達確認が流れる有線回線のトラフィックを軽
減できる効果がある。特に受信側を多数設置したマルチキャスト配布の場合、送達確認数
が大幅に減少し、送信側の送達確認受信に伴う負荷を大きく減少させる効果がある。

送信側あるいは受信側による配布要求に従って、前記送信
側から送信されたデータを受信側制御装置が受け取った時からカウントした所定時間内の
任意の時間に、受信側送達確認処理装置は、前記受信したデータのデータ配布確認を送信
側制御装置へ送信するように構成したので、送達確認を受信する送信側の負荷、送達確認
が流れる有線回線のトラフィックを軽減できる効果がある。特に受信側を多数設置したマ
ルチキャスト配布の場合、送達確認数が大幅に減少し、送信側の送達確認受信に伴う負荷
を大きく減少させる効果がある。

送信側あるいは受信側による配布要求に従って、前記送信
側から送信されたデータを受信側制御装置が受け取った後に受信した前記データの一定の
バイト長を受け取った後に、受信側送達確認処理装置は、データ配布確認を送信側制御装
置へ送信するように構成したから、送達確認数が減少し、送達確認を受信する送信側の負
荷、使用回線のトラフィックの減少が可能で、受信側の受信バッファサイズを考慮した効
率的なデータ配布が得られる効果がある。

送信側あるいは受信側による配布要求に従って、前記送信
側から送信されたデータを受信側制御装置が受け取った後で、前記データとしてのファイ
ル数を所定数受信した後に、受信側送達確認処理装置は、データ配布確認を送信側制御装
置へ送信するように構成したので、送達確認数が減少し、送達確認を受信する送信側の負
荷、使用回線のトラフィックを減少できる効果がある。

受信側データ送達確認処理装置は、送信側制御装置によ
り指定されたデータ送達確認のための送達時間を受け取り、送信側あるいは受信側による
配布要求に従って、前記データ送達確認を、指定された前記送達時間で、前記送信側制御
装置へ送信するように構成したので、送信側の送達確認の受信が時間的に分散され、送信
側の負荷を軽減できる効果がある。特に受信側を多数設定したマルチキャスト配布の場合
、送達確認の送信確認の一斉送付を避けることができ、送信側の送達確認受信に伴う負荷
を大きく減少させる効果がある。

受信側制御装置を介して、
送信側あるいは受信側の送達確認指定装置により指定され、その後、前記送信側送達確認
指定装置により受け取られた、データ送達確認のための装置を指定する送達確認送信装置
情報を受け取り、前記受信側送達確認処理装置は、指定された前記データ送達確認送信装
置情報を送信する

送信側制御装置は、データ配布確認を送達する送信ステ
ージを指定し、あるいは、受信側制御装置へ前記データ配布確認を送信するための送信ス



ように構成したので、受信側の負荷が高い場合、送達確認を受
信側制御装置が行うため、受信装置の負荷を軽減することができる効果がある。また受信
側制御装置の負荷が高い場合は、受信装置から送達確認を送付するようにも指定できるた
め、負荷の小さな装置から送達確認を送付することが可能であり、負荷分散をはかれる効
果がある。
【００９５】
請求項１３記載の発明によれば、

【００９６】
請求項１４記載の発明に係るデータ配布装置は、

【００９７】
請求項１５記載の発明に係るデータ配布装置の

【００９８】
請求項１６記載の発明に係るデータ配布装置は、

【００９９】
請求項１７記載の発明によれば、
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テージを指定する情報を送信する機能を有し、前記受信側制御装置は、前記送信ステージ
を指定する情報を受信する機能を有し、前記受信側制御装置あるいは前記受信側のＬＡＮ
を介して接続された他の受信装置へ、受信した前記情報に基づいてデータ送達確認送信指
令を送信する機能を有する

送信側制御装置と衛星送信装置とを接続し、前記送信側
制御装置から前記衛星送信装置へデータを送信する送信側ルータ装置と、前記衛星受信装
置と前記受信側制御装置とを接続し、受信した前記データを前記受信側制御装置に送信す
る受信側ルータ装置とをさらに備え、受信側回線装置を介して、前記受信側制御装置から
送信された配布要求を前記送信側回線装置に転送し、前記送信側制御装置は、前記送信側
記憶装置内のデータを読み出すための前記配布要求を受け取り、前記配布要求に基づいて
、前記送信側ルータ装置および前記受信側ルータ装置へ前記配布データを送信するように
構成したので、送信側制御装置および受信側制御装置の処理を複雑化することなく、効率
的にデータ配布を行うことができる効果がある。

送信するデータ量あるいはサイズをチェ
ックし、前記データ量あるいはサイズに従って、有線回線および衛星回線の１つを自動的
に選択する送信側使用回線選択装置を備えるように構成したので、サイズの小さなデータ
の配布を性能的に大幅に悪化することなく、コスト的、効率的なデータ配布を行うことが
できる効果がある。

送信側使用回線選択装置は、送信側制御装
置あるいは受信側制御装置からのデータ配布を通じて現在の回線状態をチェックし、デー
タ配布中の前記現在の回線を他の可能な回線へ切り替え、切り替えた前記回線変更情報を
前記受信側制御装置へ送信し、前記受信側制御装置は、切り換えられた前記回線変更情報
を受信し、受信した当該回線変更情報に従って、データ受信回線を切り換える機能を有す
るように構成したので、ユーザに意識されることなく、障害を回避することができる効果
がある。

請求項１４記載のデータ配布装置におい
て、送信側制御装置と衛星送信装置とを接続し、前記送信側制御装置から送信されたデー
タを前記衛星送信装置へ送信する送信側ルータ装置と、衛星受信装置と受信側制御装置と
を接続し、受信した前記データを当該受信側制御装置へ送信する受信側ルータ装置とを備
えるように構成したので、送信側制御装置および受信側制御装置の処理を複雑化すること
なく、サイズの小さなデータの配布を性能的に大幅に悪化することなく、コスト的、効率
的にデータ配布を行うことができる効果がある。

データを受信し、 (a) データ配布要求および他の配布要
求に従って複数のデータをグループ化し、当該グループ化されたデータを前記受信側へあ
る時間に送信する、 (b) 各配布要求を受け取った後に前記データを前記受信側へ送信する
、のいずれかのデータ配布方法を選択する送信側送信方式指定装置を備えるように構成し
たので、受信装置が何らかの状態で稼動せず、データの受信ができない状態である場合、
受信側制御装置までデータが届いた段階で送達確認を送信側に送り、その後受信装置が稼
動したときに、受信側制御装置上にある配布データを取りにいくため、受信装置が停止し
ていた場合でも、再度送信側からデータ配布する必要がなく、効率的にデータ配布を行な
うことができる効果がある。



【０１００】
請求項１８記載の発明に係るデータ配布装置の

ように構成したので、効
率的なデータ配布が得られる効果がある。特にサイズの小さなデータの複数配布の場合は
、配布性能が極端に落ちることなく、より効率的なデータ配布が得られる効果がある。
【０１０１】
請求項１９記載の発明に係るデータ配布装置は、

【０１０２】
請求項２０記載の発明に係るデータ配布装置は、

【図面の簡単な説明】
【図１】この発明の実施の形態１によるデータ配布装置の構成図である。
【図２】この発明の実施の形態１におけるデータ配布装置の送信側動作アルゴリズム図で
ある。
【図３】この発明の実施の形態１における送達確認パターンのデータへの挿入のモデル図
である。
【図４】この発明の実施の形態１におけるデータ配布装置の受信側動作アルゴリズム図で
ある。
【図５】この発明の実施の形態２によるデータ配布装置の構成図である。
【図６】この発明の実施の形態２におけるデータ配布装置の送信側動作アルゴリズム図で
ある。
【図７】この発明の実施の形態３における送達確認パターンのモデル図である。
【図８】この発明の実施の形態４における送達確認パターンのモデル図である。
【図９】この発明の実施の形態５における送達確認パターンのモデル図である。
【図１０】この発明の実施の形態６における送達確認パターンのモデル図である。
【図１１】この発明の実施の形態７における送達確認パターンのモデル図である。
【図１２】この発明の実施の形態８における送達確認送付装置選択機能を説明する構成図
である。
【図１３】送達確認送付装置指定情報の挿入説明図である。
【図１４】この発明の実施の形態９における送達確認送付装置選択機能を説明する構成図
である。
【図１５】この発明の実施の形態１０によるデータ配布装置の構成図である。
【図１６】この発明の実施の形態１１によるデータ配布装置の構成図である。
【図１７】この発明の実施の形態１２によるデータ配布装置の構成図である。
【図１８】配布データサイズによる使用回線の自動選択機能の動作アルゴリズム図である
。
【図１９】使用回線の自動切替え機能の動作アルゴリズム図である。
【図２０】この発明の実施の形態１３によるデータ配布装置の構成図である。
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送信側送信方式指定装置は、受信側から送
信されたパケット転送成功／失敗に関する情報を受け取り、転送失敗したパケットに関す
る失敗パケット番号を格納し、前記パケット転送の完了および転送失敗におけるパケット
再送信の完了を検出する機能を有し、前記受信側制御装置は、前記送信側から転送された
失敗パケットを受信し、受信し再送信された前記失敗パケットに基づいてファイルを生成
し、前記送信側送信方式指定装置は、複数の失敗パケットをグループ化し、通常のパケッ
ト転送の完了後にグループ化した前記失敗パケットを再送信する

請求項１７記載のデータ配布装置におい
て、送信側制御装置と衛星送信装置とを接続し、前記送信側制御装置から送信されたデー
タを前記衛星送信装置へ送信する送信側ルータ装置と、衛星受信装置と受信側制御装置と
を接続し、受信した前記データを当該受信側制御装置へ送信する受信側ルータ装置とを備
えるように構成したので、送信側制御装置および受信側制御装置の処理を複雑化すること
なく、サイズの小さなデータの配布を性能的に大幅に悪化することなく、コスト的、効率
的にデータ配布を行うことができる効果がある。

送信側は複数のデータ配布要求を受信し
、選択的に個々のデータ配布要求に応じるか、複数のデータパケットの連続的な配布要求
に応じるかを選択するように構成したので、効率的なデータ配布が得られる効果がある。



【図２１】この発明の実施の形態１４によるデータ配布装置の構成図である。
【図２２】この発明の実施の形態１４における配布実行パターンの説明図である。
【図２３】この発明の実施の形態１４における配布（再送）パターンの説明図である。
【図２４】この発明の実施の形態１５によるデータ配布装置の構成図である。
【図２５】従来のデータ配布装置の構成図である。
【図２６】従来のデータ配布装置における送達確認パターンのモデル図である。
【図２７】従来のデータ配布装置における送達確認送付の構成図である。
【符号の説明】
１　送信側回線装置、２　送信側記憶装置、３　送信側制御装置、４　衛星送信装置、５
　衛星回線、６　衛星中継装置、７　衛星受信装置、８　受信側制御装置、９　受信側回
線装置、１０　有線回線、１１　送信側送達確認指定装置、１２　受信側送達確認処理装
置、１３　受信側送達確認指定装置、１４　送信側ルータ装置、１５　受信側ルータ装置
、１８　送信側使用回線選択装置。
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】
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【 図 １ ６ 】 【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】
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【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】

【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】
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【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】
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